
【SDGｓ実施指針へのご提案】

◎実施指針の「ビジョン」にSDGs原文の理念を反映させる
「貧困の解消」「格差の是正」「共生社会の実現」「当事者主権」
「ジェンダー平等」「人権の擁護」などのキーワードを盛り込む。

⇒実施指針は今後の2030年までの大枠の指標。SDGｓ原文に盛り込まれて
いた「前提条件」となるキーワードをきちんと反映させる必要がある。

◎マルチステークホルダーによる議論の場等の枠組み策定を明確にする
SDGｓ推進円卓会議以外に、各省庁ごと、各分野ごとのステークホルダー
ミーティングを確実に開催し、モニタリングの仕組みや意思決定のプロセス
の透明化をはかること

⇒付表案に示された具体的施策案は不十分なもの。各省庁ごとのSDGｓ関連
項目については省庁ごとの、省庁間をまたがる横断的な課題には分野ごと
の、全体については円卓会議、などの枠組みを整理し、それぞれにマルチ
ステークホルダーの参加とPDCAサイクルの実施が必要。
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